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ショーウインドーの中の女たち
ーゾラとマネ、ティソ、ドガにおける近代商業の表象
Women in the Show Window: Representations of Modern Commerce in Zola， Manet， Tissot and Degas 

吉田典子 N oriko Yoshida 

概要

本稿では、ゾラと同時代の画家たちの作品を、19世

紀後半のパリにおける消費社会の進展との関わりにお

いて考察する。スベクタキュラーな消費社会の象徴と

して、ショーウインドーに注目 し、 その中の女性イメー

ジの考察を通じて、モダニズムとジェンダーの問題を

検討する。

ゾラの((ノレーゴ、ン=マッカール叢書))において、芸術

界を扱った小説と商業界を扱った小説には密かな関係、

がある。とりわけ『作品J](1886)の主人公であり、すでに

『パリの胃袋J](1873)において登場する画家クロード・ラ

ンチエは、『ボ、ヌール・デ・ダム百貨庖J](1883)の経営者

ムーレと美学的な共通項を持つ。ゾラの描くショーウイ

ンドーは、商品としづ物神に捧げられた「礼拝堂」である。

ショーウインドーの中の女性イメージは、しばしば切断

され、鏡によって反復・増殖している。『パリの胃袋』の

ショーウインドーは、マネの((フォリ=ベルジエールの酒

場))(1881-2)の源泉のひとつとなり、さらに『ボ、ヌール・

デ-ダム百貨居』へと通じている。

1880年代の前半に、売り子の主題は、画家たちの関

心を集めた。ティソの((女居員))(1883-85)は、通りから

商品と女盾員に注がれる欲望のまなざしを描き、ドガが

1882年から始めた《婦人帽子盾》のシリーズでは、女た

ちはガラス・ケースの中に、商品と並置して展示される。

ゾラや画家たちにおける近代商業の表象においては、

このように、女性の身体の断片化や商品化が頻繁に

見られるが、彼らはまた近代の経済社会においては、

自分たちの芸術も商品であるとしづ意識を持たざるを

えなかった。

キーワード:視覚文化、 テクスト文化、 ゾラ、マネ、ティソ、

ドガ、印象派
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Abstract 

This paper examines representations of modem con-

sumer society as they are depicted in the works of Zola 

and his contemporary painters. We focus on the Show 

Window， as a symbol of the "spectacular" consumer 

society and discuss the problems of modemism and 

gender as they relate to the female images in the show 

window. 

In Zola's Rougon-Macquart cycle， we can find a la-

tent connection between the artistic and commercial 

worlds. The painter Claude Lantier， the main protago-

nist of The Mαsterpiece (1886)， who also appears in The 

Belly 01 Paris (1873)， shares the same aesthetic opinions 
as the department store magnate Mouret in The Ladies' 

Pαradise (1883). In his novels， Zola calls the show 

window "a chapel"， devoted to merchandise. The fe-

male images prominent1y on display there often appear 

in mutilated form， reflected by the mirrors. 

In the first half of the 1880s， the theme of shop girls 

attracted great attention from artists. Tissot's Shop Girl 

illus仕atesthe presence of eyes企omthe s仕eetsdirected 

at the shop girls. In Degas' series called Millenary 

Shop， the painter's subjects are all women who appear 

with beautiful hats as if they were on exhibit in a show 

window. It seems that Zola， Manet， Tissot and Degas 

were well aware of how female images could be used 

commercially to sell merchandise. They also became 

aware that their artistic works were also a type of mer-

chandise in modem commercial society. 

Keywords:陥:ualCulture， Text Culture， Zola， Manet， 

Tissot， Deg，αs， lmpressionists 
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はじめに

本稿は、ゾラ EmileZola (1840-1902)の小説とマネ

Manetや印象派画家の作品を、「ショーウインドーjをキ

ーワードとして、同時代の消費社会の進展との関連にお

いて考察しようとするものである最初に本稿における

問題意識と先行研究について簡単に述べておきたい。

自然主義文学の代表的作家であるゾラと、マネをは

じめとする「新しい絵画」の画家たちとの緊密なつなが

りは、よく知られている。南仏のエクス=アン=プロヴァ

ンス Aix-en-Provenceの高等中学時代からセザンヌ

Cezanneと強く深い友情で結ぼれていたゾラは、 1860

年代のはじめから80年代のはじめにいたるほぼ20年間

にわたって、画家仲間と親しく交際し、彼らのアトリエや

展覧会を巡り、マネ論(1867)をはじめ盛んに美術批評2

を書くことで、つねにノミリ画壇の現況と接触しながら、

自身の文学活動を押し進めていった。『テレーズ・ラカ

ンJ](7万台ρ'seRaqUJn， 1867)で最初の文学的成功を収

めた後に、((ノレーゴ、ン=マッカール叢書ii全20巻(LθS

Rougonんlacquart，1871-1893)によって、その地イ立は

不動のものとなる。

ゾラと美術を論じる際にしばしば行われてきたのは、

まずはゾラと画家たちの関係をめぐる伝記的・実証的

研究である。とりわけ芸術界を正面から取り上げた叢書

第14巻の小説『作品3J](L Jauvアθ，1886)を中心として、

虚構の画家クロード・ランチエ ClaudeLantierのモデ

ル探しゃ、小説中の絵画と実在の絵画の関係を探る源

泉研究がある。また近代都市パリの飽くなき観察者で、

あるゾラと画家たちが、多くのモチーフを共有していた

こともしばしば指摘される。それは大通りと群衆、セー

ヌ川、カフェや劇場、競馬、鉄道駅、パリ郊外の情景

といった舞台設定から、洗濯女や女優、娼婦とし1った

女性のイメージにも及ぶ。両者の影響関係は相互作

用的であり、ゾラの小説中には絵画と競合するような

描写がしばしば見られる一方で、画家が小説からヒン

トを得たと思われる場合も多い。一方、ゾラの描写文

における視覚的特徴、とりわけ時刻や天候によって変

化する光の戯れや、色班として把握される鮮やかな

色彩などが、印象派の絵画技法と共通していることも

指摘されている。

1860年代からおよそ20年間にわたって同じ社会に

生き、「新しい芸術Jのために戦ったゾラと印象派のあ

いだには、真の「相互浸透J(osmose)と呼ぶべき現象が

存在する。それは単なる個々のモチーフのイコノグラフ

イックな研究や小説の文体論的研究では捉えきること
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のできなしものであろう。近年、美術史の分野では、 To

J・クラーク Clarkの『近代生活の絵画一一マネとその

仲間たちの芸術におけるパリJ](1984)やR・ハーパート

Herbertの『印象派一一芸術・レジャー・パリ社会』

(1988)をはじめとして、マネや印象派の画家たちを、

近代都市ノミリの歴史的・社会的・文化的文脈に位置

づけて解読していこうとする試みが行われている4。ま

たグリゼルダ・ポロック GriseldaPollockやタマー・ガ

ーブ TamarGarb、ホリス・クレイソン HollisClayson 

らの研究は、上記のアプローチに加えて、「ジェンダ

ーjや「セクシュアリティー」あるいは「身体」とし、った観

点を提示するものである5。ゾラと印象派の関係につ

いても、こうした幅広い視野をもった考察が必要で、は

ないだろうか。

ToJ・クラークは、ナポレオン3世 NapoleonIIIとセー

ヌ県知事オスマン Haussmannによって推進されたパ

リの近代化と、同時代の新しい絵画の関係に着目する

ことによって、マネや印象派が描いたのがどのような社

会で、あったかを考察している。パリの都市改造によって、

低所得者層は都市の周縁部へ放逐され、郊外には工

場が作られる一方で、都市の中心部には美しい大通り

が整備され、カフェや劇場、デパートが出現する。フラ

ンスで、最初のデ、パートとされるボン・マルシェ AuBon 

Marcheが創業したのは、 1852年、第2帝政開始の年

である。それに続いて、ルーヴル百貨庖 AuLou-

vre(1855)、プランタン百貨庖 AuPrintemps(1865)、サ

マリテーヌ百貨庖 Ala Samaritaine(1869)などが次々と

創業する。第2帝政期に創立されたこれらのデ、パート群

は、第3共和政下において次々と屈舗を拡張し、今日も

その姿をとどめる堂々たる新館を完成させていく。ゾラ

がデ、パート小説(~ボ、ヌール ・ デ ・ ダム百貨庖J])を出版

するのは1883年であるが、 19世紀後半においてパリ中

心部は急速に商業化され、「消費革命6Jが進行し、い

わゆる「スペクタクルの社会」が出現してくる。

「スペクタクル」とは、フランスのギー・ドワボール Guy

Oebordが『スペクタクルの社会7J](1967)で、用いたキー

概念である。ドワボールは著書の冒頭で、次のようにこの

概念を定式化している。「近代的生産条件が支配的な

社会では、生活全体がスペクタクルの膨大な蓄積とし

て現れる。かつて直接に生きられていたものはすべて、

表象のうちに追いやられてしまった oJ大量消費社会

の到来により、すべてが「商品Jに支配されるようになっ

た社会は、政治や経済、生産や消費から個人の生活

や趣味、人間関係にいたるまでも、メデ、イアの描き出す
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見せ物的(スベクタキュラー)なイメージの中でしか存在

を許されなくなる。そこでは人間の「生」の全体性がぱ

らぱらな断片に解体され、さまざまな「イメージ」となっ

てひとつの共通の流れの中に溶け込むが、それは決

して本来の「生の統一性」を回復するものではなく、た

だ「擬似的な世界」を提示するだけで、単なる凝視の

対象でしかない。「スペクタクノレとは、イメージとなるま

でに蓄積された資本である9Jとは、やはりギー・ドゥボ

ーノレの言葉で、あるが、それは見かけ倒しの賛沢品が大

量に並べられたデ、パートのショーウインドーに象徴され

る顕示的な都市を表す概念である。19世紀末のフラン

スでは、すでに「賛沢の民主化J(d的 ocratisationdu 

luxe)が声高に叫ばれ、そこでは階級の混交が著しく進

展するとともに、ブルジョワ層の底辺は飛躍的に拡張し

ていき、彼らが「ポピュラー・カルチャーjの中心的な担

い手となってして。

ゾラとマネや印象派は、ただ単に共通のモチーフを

持っていたというだけではない。彼らが目指したのは、

新しい社会に対応する新しい絵画、新しい文学を創造

することで、あったが、それは単に美学上の問題だけで

はなく、芸術の生産や実践にかかわる社会的条件の問

題で、もあった。彼らが実質的な活動を始めたのは1860

年代からであるが、との時期は前述したデ、パートの躍

進期とぴったりと重なっている。それはまさしく大衆消

費社会の幕開けであり、資本主義の進展とブルジョワ

層の拡張にともなって、芸術もしくは芸術家と社会の関

係が急激に変化していた時期である。アシェット書庖

Librairie Hachetteの広告部主任として頭角をあらわし、

スキャンダルを利用しながら美術批評家としても文学者

としても成功したゾラは、だれよりも芸術が商品でもある

ことを知っていた。

本稿においてはまず、ゾラにおける芸術と商業の問

題を考えるために、((ノレーゴ、ン=マッカール叢書ii中の

芸術家クロード・ランチエと商業世界との関わりを検討

する。そしてスベクタキュラーな消費社会の象徴であり、

ゾラの商業小説においても重要な構成要素となってい

る「ショーウインドー」に注目し、絵画とのつながりを見

ていくことにしたい。ゾラと同時代の画家の中で、ショー

ウインドーとしての絵画の機能にとりわけ敏感で、あった

のは、マネ、ティソ Tissot、そしてドガ Degasである。

彼らは商盾の「売り子Jとしづ主題を通じて、ショーウイ

ンドーと女性を描き、消費社会における女性イメージを

提示した。本稿の後半においてはこれらの絵画と、ゾラ

のテクストとの関わりについて検討する。
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1.ゾラにおける芸術小説と商業小説

1.1. Wパリの買袋』と『ボヌール・デ・ダム百貨庖』

まず、ゾラにおける芸術と商業のつながりを確認する

ために、((ノレーゴ、ン=マッカール叢書ii全20巻において、

芸術小説と商業小説のあいだに密かな関係、が認めら

れることを指摘しておきたい。ゾラは《叢書》の中で、政

界や金融界、宗教界、劇場や娼婦の世界、労働者や

農民の世界など社会のさまざまな界域を描き出してい

るが、芸術界を正面から扱っているのは、すでに述べ

た第14巻『作品J](1886)である。この作品は、マネやセ

ザンヌを思わせる主人公の天才的な画家クロード-ラン

チエが、パリを背景とした裸婦像の大作と苦闘したあげ

く、ついに絵の中の女に呪縛されたかのように、その前

で、首をくくって自殺してしまう物語である。一方、商業界

を中心的に扱っているのは、第3巻『パリの胃袋10J] (Lθ 

Vθ'fltre dθPan:注， 1873)と第11巻『ボ、ヌーノレ・デ・ダム百
貨盾11J] (A u Bonheur dθs dames， 1883)である。

『パリの胃袋』は、ナポレオン3世とオスマンによるパリ

大改造事業の目玉として改築されたばかりの中央市場

Les Hallesとそこで食料品を商う中小商人の世界を舞

台として、十分に腹を満たした「太った連中J(les gras) 

が、反体制的な危険分子である「痩せた連中J(les 

maigres)を排除し、自らの平穏で偽善に満ちた生活を

守るという物語である。帝政の基盤を支えることになる

「太った連中Jの中心となるのは、近代的なシャルキュト

リー charcuterie(豚肉加工品庖)の肥満した美しい女

主人リザ Lisaであり、排除されるととになるのは彼女

の義兄で、痩せた共和派の青年フロラン Florinであ

る。一方『ボヌール・デ・ダム百貨庖』はパリの服飾デ、パ

ートを舞台にして、社長のムーレ Mouretが大量の商

品とさまざまな近代的商法を武器に女性客を誘惑/搾

取し、近隣の小商庖を押しつぶして興隆するさまを描く

一方で、貧しい売り子のド、ワニーズ Deniseが社長の

ムーレと結婚するにいたる物語である。

ちょうど10年を隔てて執筆された2作品は、それぞ

れ食の世界と服飾流行品の世界を描いており、そこ

には空腹を満たす段階から、新たな欲望を発掘する

消費資本主義の段階へとし、たる変化が認められる。

前者は、中央市場やその近辺に盾を構える中小の自

営商人たちの世界である。それに対して後者は、T.

J・クラークが前述の『近代生活の絵画一一マネとその

仲間たちの芸術におけるパリ』の中で、消費社会の発

展とともに形成される「新たな社会階層J(nouvelle
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couche sociale)の典型と見なしている「キャリコ」

(calicot)たちの世界を扱っている。「キャリコjとは、

流行服飾品庖の男子庖員をやや軽蔑的に呼ぶ名称

であるが、 ~19世紀ラノレース大百科事典Jl Grand La 

rousse encyc!opedJ"quθdu XIX siec!eによれば、彼ら

は「社会の無視できない部分Jを構成しており、商売

や実業の道を志す若者の登竜門となっていた。それ

は実力主義の世界で、ゾラの小説中でも、 一介のj古

員から社長になったムーレは、自ら「キャリコjであるこ

とを誇りにしている。時代が進むにつれて、「キャリコ」

の数はますます増えてして。クラークは近代都市ノミリ

におけるカフェやカフェ=コンセールcafe-concertの

盛況を取り上げ、そのような大衆文化の中心的な担

い手となった新しい社会階層の典型が「キャリコjであ

るとして、次のように述べている。i<キャリコ〉とはある

段階に達した資本によって分泌されたひとつの階級

全体を示す記号である。すなわち事務員や会計係、

経理係、ブローカー、小官吏、保険勧誘員、銀行の窓

口係、セールスマン、出張販売委員などである。そして

そこには遠からず、速記者、電信技手、小学校教師、

広告マンたちが加わることになる。それは後代の歴史

家が、さしたる皮肉の意図もなく、 〈ロー・ホワイト・カラ

ー〉と名付けた階級である120 J 

『パリの胃袋』と『ボ、ヌール・デ・夕、、ム百貨店』は多く

の類似点を持っている。上述のように、自営業者と給

与生活者の違いはあれ、いずれも中小ブルジョワジ

ーの興隆の物語であるだけでなく、前者の中核には

ノミリ改造の最初の目玉となったバルタール設計の「中

央市場」、後者の中核には「デパート」とし、う鉄とガラ

スの近代建築物が、巨大で怪物的な「蒸気機関」とし

て据え付けられているのである。そして両作品はいず

れも、「近代Jとしづ巨大な機械装置の中で、大量の

人と商品とがうごめいている世界を活写している。そ

れではこれら二つの商業世界と芸術界は、<<ノレーゴ、ン

=マッカール叢書))の中でどのように通底しているの

だろうか。

1.2. r陳列師』としての芸術家
『パリの胃袋」と芸術家のつながりは明白である。ゾラ

はこの小説の中で、はじめて叢書中に「画家」クロード・

ランチエを登場させるのである。「将来の人物のために、

C[セザンヌ]の肖像にしたがって、クロードを置くことjと

しづ創作メモがあることから、この人物の導入は後の

『作品』への布石であることがわかる。ゾラはこの小説に
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おいて、パリの「散策者J(flaneur)で、あり「現代芸術j

(1' art moderne)の熱烈な探求者で、あるクロード、に、自ら

の美学を代弁させている。クロードは「痩せた連中Jの

一員であるが、ゾラが彼の「芸術家Jを野菜や肉を商う

中小商人たちの世界に投げ込んだ、のは、美術批評家

としてデ、ビューした若きボード、レール Baudelaireが、

~1846年のサロンJl LθSalon dθ1846を「乾物商」

(epicier)を含む多数派の「ブノレジョワJに捧げたことにも

つながるだろう。そこには近代の芸術家が関わらざるを

得ない現実世界と公衆の姿がある。

それで、はもう一つの商業小説『ボ、ヌール・デ・ダム百

貨!吉』は、芸術小説とし、かなるつながりを持つのだろう

か。ありあまる天分を持ちながらもついに作品を仕上げ

ることはで、きずに挫折する画家クロード・ランチエと、華

やかなデ、パート王として成功するオクターヴ・ムーレ

Octave Mouretのあいだには、 二人の母親がルーゴ、ン

=マカール家の血筋を引く従姉妹同士であることを除

いて、ほとんど何の関連もないように思える。それぞれ

の物語世界はまったく別個のもので、あるし、重複する登

場人物もほとんどいない。しかしゾラはこの両者に、ひ

そかな照応を認めていたようである。とし、うのも『作品』

の最終部、首を吊って自殺したクロードのわびしい葬

儀の場面で、おそらく新聞の死亡通知を見てやってき

たとおぼしい二人の親族のひとりが、「パリのあるデ、パ

ートを経営している大金持ちで、勲章をつけている遠

縁の従兄j、すなわちオクターヴ・ムーレなのである。

もうひとりの縁者シド、ニー・ルーゴ、ン SidonieRougon 

が、アトリエを一巡して無一物の悲惨を嘆ぎつけるや、

そそくさと姿を消してしまうのに対し、ムーレは威儀を

正した感じのいい態度で葬列の先導をつとめ、墓地

に葬った後で、「きのうまで名前も思い出さなかった身

内」を偲び、「これまた見も知らなしリ参列者に立派に

挨拶するのである。

この思いがけないムーレの再登場は読者を驚かせ

る。なぜゾラはクロードの葬儀に、ムーレを立ち会わせ

たのだろうか。「し1かにも芸術への趣味の深さを誇示し

ているような上品な身なりの貴公子Jであり、世知に長

けたムーレの振る舞いは、社会的な成功を収める上で

クロードに欠けていたもののすべてを体現している。ム

ーレの存在は、同じように「パリを征服するj野望に燃

えていたクロードの死の悲惨さを強調する。しかし実を

言えば、クロード、とオクターヴの聞には美学的な共通

項が存在するのである。なぜなら二人はいずれも、鉄

とガラスの建築物を賛美するモダニストであると同時に、
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鮮やかな色班を好む「色彩家J(coloriste)で、あり、何よ

りも大胆で独創的な「陳列師J(etalagiste)で、あるから

だ。ムーレは「陳列学において粗暴・巨大派(1'ecole 

du brutal et du colossal)を創設した革命的陳列師」で

あり、色彩の調和を尊重する「古典派J(1冶coleclas-

sique)の盾員ユタンに対し、「なんでまた客の目をい

たわろうとするんだ。怖がることはない。客の目をくらま

せてしまえ・・・ほら、赤だ! 緑だ ! 黄色だ13!と

叫ぶ。一方『パリの胃袋』のクロードが、これまでに成

し遂げた中で「もっとも美しい作品jであり、彼が「傑

作」と自認するのは、クリスマス用のシャルキュトリーの

ウインドー・デ、イスプロレーで、あったO クロードは友人の

フロランに次のように自分の作品を語る。

ぼくはあらゆる強烈な色調を持っていた。皮でく

るんだ牛の舌の赤、豚の腿肉ハムの黄色、紙の

断裁くずの青、肉の切り口のピンク、ヒースの葉

っぱの緑、そしてとりわけブーダンの黒、この黒

はぼくがこれまで自分のパレットの上に決して見

いだすことので、きなかった素晴らしい黒だ。もち

ろん、網脂やソーセージ、アンドゥイユ、パン粉

を付けた豚足は、実に繊細なさまざまの灰色を

提供してくれた。そこでぼくは真の芸術作品を

作ったんだ。ぼくは大皿や小皿、鉢や広口瓶を

手に取り、色調を配置し、驚くべき静物画を制

作した。そこには巧みな色階に支えられた色彩

の花火が昨裂していた。赤い牛の舌は、炎のよ

うな食欲で長く伸び、黒いブーダンは、ソーセー

ジの明るい歌声の中で、とてつもない消化不良

の暗閣を見せていた。ぼくが描いたのは、クリス

マス・イヴの夜食の大食ぶり、食うことに捧げら

れた真夜中の時刻、賛美歌で腹ぺとになった

胃の旺盛な食欲だ。上の方では大きな七面鳥

が、皮の下にトリュフの黒い色班を埋め込んだ

白い胸を見せていた。それは野蛮で素晴らしく、

栄光の光に包まれた胃袋(unventre)のようなも

のだったが、あまりに筆触が残忍で、激しいあざ

けりの調子に満ちていたので、群衆はこれほど

荒々しく燃え上がる陳列に不安を覚え、ショーウ

インドーの前に群がった14

この最後の箇所は後の『作品』において、「落選

展」に出品されたクロードの絵画《外光))(マネの((草

上の昼食》に似通った作品)の前に群がった群衆を
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想起させる。この絵の前で群衆は怒濡のような騒ぎと

なり、大声で噺笑したり怒り狂ったりしたので、あったO

展覧会は文字通り絵画の「展示(エクスポジション)J 

であるが、その機能は商庖のショーウインドーと同等

であることが、このクロードのエピソードによって明ら

かになる。ムーレとクロードの相違は、前者のディス

プレーが女性客を引きつけ、誘惑し、際限のない買

い物へと走らせるのに対し、後者の場合は女主人の

リザを恐怖に陥れ、とりわけ「慎みのなしリ七面鳥の

姿にショックを受けた彼女に、すぐさま撤去させられ

てしまうことである。クロードの作品は「あまりに筆触が

残忍で、激しいあざけりの調子に満ちていたJため、

公衆を恐怖に陥れてしまう。ムーレは自らの作品を

「売るJのに対し、クロード、はそれを「売る」ことができな

い。群衆とりわけ女性客を操る術に長けていたムーレ

とそうした能力が根本的に欠如しているクロードの相

違は明らかであるが、両者がともに美学的な意味で

モタマニストで、あり、し、ずれのショーウインドーにも「巧み

な色階に支えられた色彩の花火Jが昨裂しているの

は確かである。

2.ショーウインドー圃鏡園女

2.1.ショーウインドーの中の女性イメージ

『パリの胃袋』と『ボ、ヌール・デ・ダム百貨盾』は、とり

わけ小説の中で多くを占める描写部分において、デ

ィスプレー小説であるといっても過言で、はないだろう。

いずれの小説においても、鏡やガラス、金泥や大理

石を多用した盾舗の豪者なしつらえとショーウインド

ーが重要なファクターとなっている。『パリの胃袋』第

一章の終わり近くで、流刑地から脱走し、空腹にさい

なまれながらようやくパリの中央市場にたどり着いたフ

ロランの前に「朝日に向かって開かれ燃え上がるJI大

きな美しいシャルキュトリーの庖Jが現れるが、「目にと

っての喜びJであるこの庖の描写の大部分は、そのシ

ョーウインドーに捧げられている 15 一方『ボ、ヌール・

デ・ダム百貨居』で、は小説の冒頭部で、ノルマンデ、イ

~ Normandieの田舎町から夜行列車で、パリのサン

=ラザーノレ駅 GareSaint-Lazareに到着した孤児の

少女ド、ウニーズ、が、歩いて叔父の屈を探す途中、これ

まで見たことのない素晴らしい商屈を目にして、その

場に釘付けになる。それは「その陳列が、十月の柔ら

かく青白い日ざしの中で、人目を引く鮮やかな色彩を

放っている16Jデ、パートで、あった。きらびやかな外観の

中でもとりわけド、ワニーズ、をひきつけたのは、やはりそ
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のショーウインドーで、あった。

注目すべきはいずれの小説も、ショーウインドーを

「礼拝堂」と呼んでいることであろう。一方は「胃袋の

礼拝堂J(la chapelle du ventre)で、あり、もう一方は「女

性の魅力を言祝ぐ礼拝堂J(la chapelle討eveeau 

culte des graces de la femme)で、あるが、し、ずれも「商

品としづ物神J(べンヤミン Benjamin)に捧げられた

礼拝堂である。近代においては芸術に対する祭儀も

また、この礼拝堂で行われるというのが、ゾラの認識

で、はなかっただろうか。

ところで、このショーウインドーとしづ礼拝堂は、女性を

どのように提示するのであろうか。『ボ、ヌール・デ・ダム

百貨盾』の官頭で、とりわけドウニーズ、を惹きつけた3番

目のウインドーは、まさに祭壇画のように構成されてい

る。奥の方ではあふれんばかりの純白のレースが祭壇

の垂れ幕を構成し、両側にはラシャ生地が黒っl品 、柱

のように並んでいる。そしてその前に豪華な既製服のコ

ートを身につけた3体のマネキンが、配置されているの

である。それは聖母マリアを中心に両側に二人の聖女

を配した三翼祭壇画のような構成である。女性客を夢

中にするとの魅惑的な神殿は、しかし彼女たちにとって

危険に満ちたものでもある。

マネキンたちの丸い胸は布地をふくらませ、肉付

きのよい腰はウエストの細さを強調し、頭部はなく、

その代わりに大きな値札が、首の赤いメルトン地

に針で刺されていた。そしてショーウインドーの両

側に張られた鏡は、計算された効果によってそれ

らを反射し、無限に増殖させて、これら売り物の

美女たちで、通りを満たしていた。彼女たちは頭

の代わりに大きな数字で書かれた値段を付けて

いるのだった17

頭部の切断と値札、そして鏡による増殖一一これがゾ

ラにおける消費社会の象徴的な女性イメージである。

2.2.頭部の切断と身体の断片化

この「頭部のない女J(la femme sans tete)のマネキ

ンは、小説中に何度か現れるモチーフであるが、実

はここにもデ、パート王ムーレと画家クロード・ランチエ

を結ぶもうひとつの符号が隠されているように思われ

る。というのも『作品』冒頭の嵐の夜、クロードは自分

のアトリエのあるサン=ルイ島の館の前で、びしょぬれ

になっている女(後の妻クリスチーヌ Christine)と出
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会うのだが、その通りの名前が実在した「ラ・ファム=

サン=テット通り18JRue de la Femme-sans-Teteな

のである。クロードのアトリエは、この通りの角に立つ

マノレトワ館 HδtelMartoyの屋根裏にあった。「ラ・フ

アム=サン=テットjとしづ名前はこの小説の官頭に出

てくるだけで、ゾラがなぜクロードの住居をこの通りに

位置づけたのかについての説明は、どこにも見あたら

ない。しかしこの特異な名称は、何らかの意図を持っ

て選ばれたにちがいない。「頭のないJ(sans tete)とは、

比験的には「分別のないJI理'1主を失ったJ~v '1った意

味で、ひとまずは、はじめてやってきた嵐の夜のパリ

で、在然自失の状態にあったクリスチーヌを表してい

ると考えることもできる。しかしこの名称はとりわけ、小

説の後半でしだいにクロードを呪縛していく「絵の中

の女」に関わっているように思える。というのも、小説

中において彼女の顔や頭部についての描写はまるで

なく、 言及されるのはその身体の喉元から腿にかけて

でしかなし1からである。クロードが夢想するのは、「ビ

ロードの喉元、琉拍色の腰、処女のやわらかい腹部J

であり、また彼が自ら描いた絵の中で愛でるのは「こ

の太陽をいっぱいに浴びている腿......それに、胸の

ふくらみにかけてのこの肩Jである。とりわけ強調され

るのはその腹部と太腿であり、クロード、が何度も書き

直しを重ねていくうちに、ついに彼女はほとんど腹部

と太腿だけの存在となってしまう。

クリスチーヌは、ドアを大きく開けるや中に飛び込

んだ。・・・・ーそのとおり、彼はまさしく他の女といた。

そして気の狂った妄想家然と、女の腹部と太腿を

描いているのだった。なお、真実への渇きが昂じ

るのあまり、その腹、その腿を、おそろしく非現実

的なものに仕立てていた。両脚は祭壇の円柱のご

とく金色に塗られ、腹部はとし1えば、華麗をきわめ、

およそ自然の生気とはかけはなれたどぎつい黄色

と赤色にきらめく天体のようになりはてていた。まる

で宗教的な讃仰をこめて聖体顕示台さながらに宝

石をちりばめ輝かせた、まこと奇妙奇天烈な女の

裸体像である19

象徴主義、さらには表現主義の絵画を思わせるクロ

ードの「絵の中の女」は、頭部を剥奪された肉体だけの

存在であり、画家の妄想の中でほとんど「性jだけに還

元された女に他ならない。それは「黄金の円柱のような

両腿の問、腹部の聖なる宵薩の下に、性器の神秘のバ
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ラを咲かせている......未知の宗教の偶像20Jである。こ

こでも絵画が、礼拝の対象としての祭壇に喰えられて

いる。彼女が、19世紀末のヨーロッパを席巻する「宿命

の女(ファム・ファタール femmefatale) Jの一族である

ことは確かであろう。クロードが自らの裸婦像の前で総

死する場面については、ギュスターヴ・モロー Gus

tave Moreauの描くサロメ Salome像、とりわけ《出

現))L 'Appan'uo刀(1876)【図1]との関連が指摘され

ている21が、「芸術家=男」の首を求めるゾラの「宿命

の女」は、実はもともと首のない女だと言っても過言で、

はないのである。

デ、パートのショーウインドーに戻ろう。頭の代わりに

値札をつけたこれら「売り物の美女たちJCles belles 

femmes a vendre)の姿は、女性と商品の同一化を示

唆するが、切断されているのは実は頭部だけではな

い。上記の引用ではマネキンたちの「丸い胸jや「肉

付きの良い腰jが強調され、また別のストッキングや手

袋のウインドーでは「ふくらはぎの丸みを帯びた輪郭」

や「長く伸びた指とほっそりした手のひら」が反復され

る。そこに認められるのは女性の身体の断片化であり、

とりわけ性的な各部に注がれるフェティシズム的な視

線である。女性の身体はばらばらに分解され、商品と

して展示されるのだが、とのことはデ、パートとしづ商業

形態の構造そのものに由来するとも考えられる。つま

り英語のデパートメント・ストアとしづ言葉が端的に示し

ているように、「パーツに分ける」ととがデ、パートの基本

原理であり、より細分化することで売り場の数は増え、

居舗は拡張するとしづ構造が作られているのである。

消費資本主義の発達と女性の身体へのフェティシズ、ム

的なまなざしは、その深層において結びついている。

このような断片化の現象は、デパートの客たちにも及

ぶ。次はある大売り出しの日の群衆の描写である。「そ

してこの海、これら雑多な色彩の帽子、これら金髪や黒
ギャラリー

髪は、回廊の端から端まで、うねっていた・・・・・・。どこを見

回しても巨大な字で数字を書いた大きな値札板しか見

えなかった。・…・・いたるところで鏡が屈の奥行きを広げ、

陳列品と群衆のかけらを、逆さまになった顔や、肩や、

腕の半分を映し出していた220Jここでは、商品と値札、

そして鏡によって分解され歪められた人間のかけらが、

ひとつに混在して、デパートとしづスペクタクル空間を

作っているさまが描かれている。

3.ゾラとマネー一《フオリ=ベルジエールの酒場》を

中心に
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3.1. Wパリの買袋』におけるカウンターのリザ

ところで女性と商品の同一視、および鏡による女性イ

メージの断片化・増殖は、すで、に『パリの胃袋』にも見ら

れる。それは流刑地からパリに舞い戻ってきて弟の家

に居候するようになった主人公のフロランが、シャルキ

ュトリーのカウンターに立っている義妹のリザ(I日姓マツ

カール Macquartで、『居酒屋JlL 'AssommOJrのジェ

ルヴェーズ、 Gervaiseの姉に当たる)の姿を盗み見る

場面である。この描写は「カウンターの女」とし1うモチー

フと鏡の反映のモチーフによって、マネの((フォリ=ベ

ルジエールの酒場))ω1bar aux FoJjes-ser&iρre (1882) 

【図2]の文学的源泉として指摘されている箇所である23

ゾラのテクストとマネの絵画の関連について少し詳しく

見ていくことにしたい。

そもそも『パリの胃袋』のシャルキュトリーは、「新時

代の商売には豪華な外観が欠かせなしリことを理解

していたリザが、「大理石やガラスや金箔lこ3万フラン

以上」かけたものである。この空間は次のように描写さ

れている。「壁は真っ白な大理石で覆われていた。天

井には、飾り立てた幅広い金の枠の中に、巨大な四

角い鏡が巌め込まれており、その真ん中から四本枝

のシャンデリアが下がっている。カウンターの後ろの

壁も全面が鏡になっているし、左にも奥にも大理石の

あいだ、にも別の鏡があって、まるで光の湖のような、あ

るいはどれもこれも肉をいっぱいに陳列した次の部屋

へと果てしなく続いていく開かれた扉のような効果を

生みだしていた2¥Jここに示されているのは、あたかも

ヴェルサイユ宮殿の鏡の聞を恩わせるような豪華絢

嫡たる空間である。リザ、がついにこの念願の豪華なカ

ウンターに納まると人々は「ショーウインドーのセル

ヴラ・ソーセージや網脂の向こうにいるリザを見ようとJ、

歩道に足を止めた。「白とパラ色に輝く彼女の肉は、

大理石と同じぐらいに人々の称賛の的だ、った。彼女こ

そがこの屈の魂であり、生きた光であり、健やかで安

定した偶像なのだ。今ではもう誰もが彼女のことを、

美人のリザClabelle Lisa)としか呼ばなかった250 J 

ここで、もショーウインドーが「偶像」を杷る祭壇となっ

ており、歩道からの群衆の視線に供されている。リザ

は、もともと夫クニュ Quenuの叔父が、シャルキュトリ

ーのカウンターに座らせたらさぞ素晴らしかろうと考え

て連れてきた「太った美ししリ娘である。ゾラがリザの

名前を、レオナルド・ダ・ヴインチの高名な絵画から借

用しているのは確かであろう。常に落ち着き払った平

穏な態度を崩さない彼女は「微笑んだときには実に
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美しく」、「その大いなる魅力は彼女がときたま微笑を

浮かべるときのたぐいまれなやり方から来ていた」から

である26 人々は彼女を「ラ・ベル・リザ(美しきリザ)Jと

呼んだが、この縛名は、たとえばラファエッロの((ラ・ベ

ノレ・ジャルデ、イニエール(美しき庭師の女)))La Bθh 

jarduli旨m のように、美女を描いた絵画の名称を踏ま

えていると思われる。このリザの肖像には、マネが《草

上の昼食))LθDejeuner sur J泊θ'rbeや《オランピア》

OJympIaを構想するのに、ラファエッロ下絵の((パリス

の審判))やティツィアーノの((田園の奏楽》、あるいは

《ウルビノのヴィーナス))を下敷きにしたのと同種の意

図、つまり伝統絵画の文脈を脱構築して、構図のみ

を移植する行為が認められるのではないだろうか。ゾ

ラは『パリの胃袋』のなかで、時として市場の庶民に、

高名な絵画との類似を見出している。淡水魚売りの

女クレール Claireは、「売り物のコイとウナギに固ま

れて全身ブロンドに輝くムリリョ Murilloの聖母のよ

うjであり、市場をうろつく浮浪児の少年マルジョラン

Marjolinは、「図体の大きなお馬鹿さんで、まるで、ル

一ペンス Rubensの絵のような金色の肌に赤みがか

った産毛の輝くすばらしい肉体」をしている。あるいは

「黄色い年老いた」鶏屋の女のパレット婆さん la

mere Paletteは、「両手で驚鳥を受け取って腹に抱

え、ギリシア神話のレダ Ledaのようなポーズ27Jをとる。

神話や聖書の世界が、卑俗な現実世界に引き下ろさ

れる一方で、日常的な現実は奇妙な聖性を帯びる。

ダ・ヴインチの《モナ・リザ))Mona LIsaが幻視的な

自然の風景のなかに、宇宙の創造の神秘をすべて知

っているかのような微笑みを浮かべながら、泰然と座っ

ているのに対し、「美人のリザ」は豪華なショーウインド、

ーのなかに、豚肉加工品に固まれ、同じように微笑み

ながら落ち着き払って座っている。《モナ・リザ》は周知

のように、数多くのパロディを生みだしてきた作品で、あ

るが、ゾラもまた『パリの胃袋』のなかで、確かに伝統の

換骨奪胎をおこなっているようだ。次に引用するのはシ

ョーウインドーと鏡の中にはめ込まれた、ゾラによる近

代消費社会のモナ・リザ像である。

美人のリザ、は頭をちょっと中央市場の方に向け

て、カウンターのなかに立っていた。フロランは彼

女がこんなにも美しいことに目を見張り、黙って

見つめていた。今まではよく見ていなかったのだ。

彼は女を見つめる術を知らなかったO 今リザはカ

ウンターの上の肉越しに見えていた。前には白
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い磁器の皿が並べられそのうえにアルノレやリヨ

ンのソーセージの切りかけ、牛の舌、塩漬けにし

て煮た豚肉、ゼリー寄せにした豚の頭肉、開い

たリエットの査、蓋があいてたっぷりの油を見せ

ているイワシの缶詰などが置かれている。・・・・・・そ

の日、彼女は見事なまで、に新鮮だったO 彼女の

エプロンと袖の白さは、皿の白さに連続しており、

脂肪のついた首とパラ色がかった頬のところで、は、

ハムの淡い色調と、透明な脂肪の白っぽさがふ

たたび息づいていた。彼女を眺めているうちにフ

ロランは気後れがして、この豊かに整った肩幅に

不安を覚え、ついには、屈に張り巡らされた鏡の

なかに映った彼女を盗み見たO 彼女はそこに、

後ろからも、前からも、横からも映っていた。天井

にまでも、逆さになった頭に髪をしっかり束ね、

残りの前髪を真ん中から分けてこめかみにひ。っ

たりとつけた彼女がいた。それはまさに群れをな

したリザ、の一団だった・..• ..28 

リザの前のカウンターには、さまざまな商品が並ん

でいる。そして彼女の肉体のみずみずしさと、白やパ

ラ色の色彩は、並べられた豚肉加工品類と見事に照

応しており、女性と商品にこではとりわけ「食べ物J)と

の同一化は完成している。しかもこのイメージは、周

囲に張りめぐらされた鏡によって前後左右から同時に

捉えられ、無数に分割され、また反復されている。こ

の多視点の映像はキュビズム以降の美学を予告する

と言ってもいいだろう。ひとつ着目しておきたいのは、

この鏡による分解が「女を見つめる術を知らなしリフロ

ランの、女性恐怖的なヴィジョンとして提示されている

ことである。『パリの胃袋』においてフロランは、ホモ・ソ

ーシヤルで「女性に対して臆病」な性格を与えられて

おり、との点で彼は「僕には女はいらない、邪魔にな

るんだ、......手出しをするのもこわい.•• • •• Jと語る友

人の画家クロードに似ている29 フロランは生身のリザ

と正面から向き合うことはできず、彼女を鏡に反映さ

れた断片、イメージのかけらとして物象化することで、

ようやく所有しうるのである。

3.2. ((フオリ=ベルジエールの酒場》から『ボヌール・

デ・ダム百貨庖』へ

さて、『パリの胃袋』が出版された約8年後、 1881-82

年に制作された《フォリ=ベルジエールの酒場))を構想

するにあたって、マネが前述のカウンターに納まったリ
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ザのイメージを想起したことはほぼ間違いないだろう30

白い大理石やガラス類、金の枠や豪華なシャンデ、リア、

そして背後一面に張りめぐらされた鏡、さらには手前の

カウンターの上に並べられた商品である静物の存在な

ど、共通する要素はきわめて多い。この絵画に「ショー

ウインドーjの比喰を用いているのは、ヴェノレナー・ホー

フマン WernerHofmannである。ホーフマンによれば、

バーメイドは「瓶やグラス同様、バーのショーウインドー

のオブジェのひとつ」であり、「それらのオブジェもまた、

フォリ=ベルジエールとしづ名の快楽の巨大なショーウ

インドーの一部Jなのである31 ウインドーの中で、彼女

は売り子であると同時に、自身も商品となる。

マネがゾラと同様、ショーウインドーとしての絵画の

機能に意識的で、あったことは確かで、あろう。マネとゾラ

をつなぐタブローのひとつ((ナナ))Nana(1877)【図3]

は、その印象派風の筆触と不道徳な主題のためにサ

ロン展に落選した後、 5月にキャピュシーヌ大通り

Boulevard des Capucines 43番地の「装飾用小間物、

絵画、扇」を扱う流行品店ジルー Girouxの屈の、ンョ

ーウインドーに展示して公開され、ほとんど暴動とも

言える騒ぎを引き起こした。この時ユイスマンス

Huysmansは「朝から晩まで群衆がこのカンヴァスの

前に集まり、 ......怒りと噺弄の叫びをあげた」ことを記

している。そして「マネはまったく正当にも、このナナ

において、彼の友人にしてわれわれの(親愛なる師〉

で、あるエミール・ゾラが、次作で描き出すことになって

いる女のタイプの完壁な見本を与えてくれている32Jと

述べて、マネによる((ナナ))の展示が、 1880年になって

から出版されるゾラの同名の小説の、 一種の前宣伝

でもあることを示唆している。《ナナ》の展示は、『パリ

の胃袋』におけるクロードのウインドー・ディスプレー

のエピソードを思い起こさせる。ロビダ Robidaが

1877年5月12日の『ラ・ヴィ・パリジエンヌJl La {;j'・θ

pansjenneに発表した戯画は、まさしくショーウインド、

ーとしづ祭壇に杷られた高級娼婦を描いている。自ら

を売る娼婦は、すべてが商品となる消費社会のすぐ

れた視覚的隠輸となる。

そもそも高級娼婦の主題において、マネはゾラに先

行していた。すでに1865年のサロンで物議をかもした

《オランピア》は、ホーフマンが指摘するように「展示商

品」としてのヌード、の機能を持っている。1874年の《オ

ペラ座の仮面舞踏会》【図4】は、ブルジョワ紳士たちと

高級娼婦の「恋愛市場J(marche d' amour)を描いて同

年のサロンに拒否された作品だが、リンダ・ノックリン
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Linda Nochlinの指摘するように、画面上部で切断され

ている女性の胴部や足の断片は、あたかも屈の「看板j

のように、「手に入れることのできる商品を広告Jしてい

る。この部分で全体を表す提輸は、デ、ュランティ Du

rantyの主張する断片美学に認められるような「生の断

片J(tranche de vie)として、「絵画の枠の向こう側にも引

き続いて、無尽蔵に、提供されるべく女性の体があるこ

とを示唆しているJだけでなく、「男性観者に向けられた

女の性的魅力の源泉自体」を示すことで、性を商品化

しているのである33

((オペラ座の仮面舞踏会))は『パリの胃袋』の翌年の

制作だが、女性の足の断片は《フォリ=ベルジエール

の酒場》においてもふたたび現れる。画面左上の緑色

の靴をはいたブランコ乗りの足は、ノックリンの言うよう

に、背後の鏡に映し出された「快楽を追求する人々の

はかない世界J、「マネの人生にとって重要な一部で、あ

った酒場、舞踏会、カフェ・コンセールなどの全体jを

要約する提輸であるだろう34。それはまた、断片化し、

オブジェ化されて商品となった消費社会の女性イメー

ジであり、画面の対称的な位置(右上)に描かれた男性

客とパーメイドの関係が、 《オペラ座の仮面舞踏会》に

おけると同様、金銭に基づく性的取引であることを暗示

するものカもしれない。

『パリの胃袋』のフロランが鏡の中に見たのは、「群れ

をなしたリザの一群J(toute une foule de Lisa)で、あった

が、マネの絵の鏡の中にも客の群れが映っている。こ

の中には特定できる女性たちもいて、白い服に黄色い

長手袋のメリー・ローラン MeryLaurent (高級娼婦で

マネやマラルメの親しい友人)や、ベージュの服に大き

な帽子のジャンヌ・ドマルシー JeanneDemarsy (女

優)は、マネが同じころに何枚かの肖像画を描いている。

その他にもオペラグラスの女(メアリー・カサット Mary

Cassatt ?や扇の女(ベルト・モリゾ Berthe 

Morisot ?)がいるが、彼女たちもブランコ乗りの足と同

様、やはり断片であり、群衆のかけらの一部である。彼

女たちはマネの人生の重要な部分を占めていた社交と

芸術の世界を集約していると考えられるが、それは鏡

の中のイメージ、もしくはバーメイド、の目に映る像として

提示されており、断片の集積としてのスペクタクルとな

っている。

《フォリ=べノレジエールの酒場))は1882年のサロン

に入選し5月に展示される。そしてゾラが『ボ、ヌール・

デ・ダム百貨盾』の執筆に取りかかるのが、 1882年の5

月28日であり、小説は翌年春に出版される。マネが
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病苦と闘いながらこの晩年の大作を制作していた

1881-82年の冬には、ゾラもデパート小説のために、

さまざまな実施調査や資料収集をおこなっていた。こ

れまでも何度か「共同戦線Jを張ってきた二人が、ほ

ぼ同時期に近代の商業生活に関心を抱いたことは注

目すべきであろう。ゾラがサロン展で、マネの絵画を見

た後で、執筆したと思われる小説の冒頭は、すでに述

べたように、地方からパリに出てきたばかりの若い娘ド

ワニーズ、が、きらび、やかなテ、パートのショーウインドー

に釘付けになる場面で始まる。マネがバーメイド、の視

線を通して「フォリ=ベルジェーノレjという、近代のス

ベクタキュラーな消費空間を描き出したのと同じように、

ゾラもドワニーズ、の目を通してガラス張りのデノミート空

間を描写する。それは断片化された女性の身体と、

色鮮やかな絹やサテンやレースが、鏡によって増殖

する空間であり、豪華な毛皮っきのビロード、のコート

をまとった首のない女神が君臨する場所で、あったO彼

女はまもなく売り子としてその中に入っていくのだが、

すでにこの冒頭部で、ド、ウニーズ、は、中2階の既製服売

り場で働く売り子たちの姿をガラス越しに見ている。そ

れは彼女自身の鏡像に他ならないと言えよう。こうし

て『パリの胃袋』に描かれたショーウインドーは、《フォ

リ=ベルジエールの酒場))を経て、『ボ、ヌール・デ・ダ

ム百貨屈』へと通じている。

4.ティソとドガにおける「売り子』の主題

4.1.ティソの《女庖員》

ゾラが『ボ、ヌール・デ・ダム百貨庖』を構想執筆してい

た1881-83年としづ時期に、服飾流行品庖や「売り子」と

しづ主題は一種の流行となっていたのだろうか。ドガが

《婦人帽子屈》のシリーズを描き始めるのも、ちょうど

1882年頃である。マネも1881年に((婦人帽子庖))品、う

タイトルの油彩をLs描いているし、マネの弟子で、ある

女性画家エヴァ・ゴンザレスも、 1882-83年に婦人帽子

屈(の女性)を描いた作品を3点残している。一方ジェ

ームズ・ティソの絵画((女庖員))(1883-85) [図5]は、明

らかにゾラの小説に触発されたと思われる作品である。

まずティソの絵から検討しよう。《女盾員》は1883年、

11年以上にわたるイギリス生活からパリに戻ってきたテ

ィソが、パリ画壇への復帰をかけて取り組んだ「パリの

女JLes Femmθsa Pansシリーズ全15枚中のL点であ

る。ティソはこれらの絵を各5枚組3シリーズのエッチン

グにして、そこにゾラ、モーパッサン、アルフオンス・ド

ーデなどの有名作家に依頼した短い物語を添えて売
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り出す計画を持っていた35 ゾラに依頼することが予定

されていたのは、まさに《女盾員》に付随すべきテクス

トで、あったが、残念ながらこの計画は実現にはいたら

なかったO

ティソの絵が描き出しているのは、大通りに面した

ある流行品盾(マガザン・ド・ヌーヴォーテ magasin

de nouveautes)の庖内である。すらりとして、白い襟と

カフスをつけた黒い簡素な服を着たひとりの若い女

庖員が、右手に赤い品物の包みを抱え、左手でガラ

ス張りのドアを開けて、愛想の良い笑顔を見せながら、

今しも客を送り出そうとしているところである36 この絵

を見る者は、自分がまさに女)吉員が送り出そうとして

いる客の位置にいることがわかる。表には客のものと

おぼしき馬車の先端が見え、お仕着せを着た従僕が

控えている。ガラス張りの)古内からは、陽光にあふれ

た表の大通りがよく見える。向かいの商屈の赤と白の

縦縞の日除け、並木やガス灯、緑色の広告塔(コロン

ヌ・モーリス ColonneMorris)、通りを行き交う馬車や

屋上席のある乗合馬車、これらは舞台がパリの目抜

き通りで、あることをはっきりと示している。表の明るさに

比べると日除けをおろした居内は、相対的にやや薄

暗い。店内のテーブルの上には、リボンやレースや布

地が散乱し、ウインドーには袖なしの婦人用胴着と、

レースやリボンや造花のアレンジが飾られている。表

の歩道には2人のシルクハットの紳士ときちんとした身

なりのひとりの婦人がいるが、婦人は慎ましく目を伏

せているのに対し、 2人の男性は、ガラス越しにあから

さまに居内を覗き込んでいる。

ティソの絵は、売り子でありまた自ら商品でもあり得る

としづ女居員の状況をよく表している。フランスの歴史

学者アラン・コルバンは、 19世紀の売春構造の変化を

扱った著作『娼婦』の中で、世紀後半には流行品庖や

下着製造販売庖などを表向きにした「偽装庖舗Jが多く

あったことを記している37 実際、左側の紳士と視線を

交わしている後ろ姿の女庖員は、通りから見れば、ウ

インドーの婦人用胴着と並んで、いわばガラスの中に

展示されている。そして女庖員のくびれたウエストと胴

体だけのマネキンのウエストは、いずれもコルセットで、

締め付けた同じ砂時計のようなラインを描いている。そ

して商品である婦人用胴着が、男性の胸に重なり合う

ように描かれ、頭部も手足すらもないマネキンと紳士が

抱擁するような格好になっているのは、売り子と紳士と

の関係をほのめかしているようである。実を言えばこの

左側の紳士の風貌は、ゾラその人に酷似している【図
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6， 7]。ティソは視線のド、ラマで、あるこの絵の中で、流行

品!吉と女!古員に注がれた観察者ゾラの眼差しをも描き

出したのである。

この左側の2人がひとつのカップノレを形作っている

のに対して、右側では、中央の女庖員を挟むようにし

て、表の歩道上に紳士と婦人の姿が描かれている。

この二人は彼女が相手にしている二種類の客を表し

ていると考えられるのではないだろうか。つまり両者は、

買い物を終え屈を出ようとしている婦人客と、この絵を

見ている鑑賞者(男性)の鏡像であるということになる。

このような解釈のヒントとなるのは、ティソもよく知って

いたと思われるベラスケスの『ラス・メニーナス(宮廷の

侍女たち)Jl (1656)【図8]である。ミシェル・フーコー

Michel Foucaultは、絵の手前にあって、絵のコンポ

ジションのあらゆる線分が指定する一点について述

べている38が、それはモデルである国王夫妻が立って

いる地点であると同時に、この絵を創作している画家

ベラスケスの視点でもあり、またこの画面を見つめる

鑑賞者の視点でもある。そしてこの3重の視線はその

まま絵の内部に投射されており、国王夫妻は中央の

鏡の中に、画家はその左側のパレットを手にした自画

像の中に、そして鑑賞者は鏡の右側の開いたドアの

向こうで階段に足をかけ、まさに部屋に入ろうとしてい

る訪問者の姿の中に、それぞれ反映されている。ここ

でわれわれが注目したいのは、鑑賞者自身の姿が絵

の中に投射されているという点である。ティソの絵に関

して言えば、ここで一種の鏡の役割を果たしているの

は、屈の前面全体を占める大きなガラスであろう。画

面手前に位置する鑑賞者は、婦人客として、また男

性客として、屈の外に投影されているのである。このよ

うに解釈すれば、ティソの絵は女!苫員の表向きの仕

事と裏で、の仕事の二重性をはっきりと描き出している

とし1うことになるだろう。

このティソの絵は、マネの((フォリ=ベルジエールの

酒場》からも多大な影響を受けていることを指摘して

おかねばならない。ティソの絵は、マネのように鏡像で

はないが、黒い服を着た売り子の正面からの姿と背

後からの姿を、あたかも鏡に映したかのように描き出

している。そして後ろ姿の売り子はマネのパーメイドと

同様、シルクハットの紳士と視線を交わしている。マネ

の絵の場合、背後は一面の鏡であり、ミュージック・ホ

ールの客席が映し出されているのに対し、ティソの絵

はショーウインドーのガラスであり、そこには大通りの

ざわめきが見通せる。室内と外界、夜の世界と昼の世
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界としづ違いはあれ、いずれも近代都市の群衆の光

景であり、典型的なモダニティの空間であると言える

だろう。ティソとマネの絵が共通して描き出しているの

は、そのような近代のスペクタクル的な空間のなかで、

自身もまた商品の様相を帯びていく売り子たちの姿

である。

タマー・ガーブは、「ここでは騒々しい大通りと、洋品

屈の秘められた女の室内が、あやうくも近接している」

ことを指摘している。「屈の前面の透明ガラスは、入る

ことを禁じながらも視線の交換を容易にする障壁とな

っており、まさしく室内を、通行人や潜在的な客に向

けて展示している」のである39 ガーブはまた「ウインド

ー・ショッピングjを意味するフランス語の leche-

vitrine 字義通りには「ガラスを祇めるJこと)という表

現が、セックスとショッヒ。ングとの連想、を強調するもの

であることも指摘している。「商品の消費と肉体の消

費がここでは同ーのものとなる」のである。この表現に

おいて、商品に向けられる欲望の眼差しは、肉体的・

性的な快楽と同一化されるのであるが、ティソはまさ

にその祇めるような眼差しが、庖の中の女性たちに向

けられているところを描いているのである。!古内のテ

ーブルの脚に彫られた長い舌を出している奇妙な怪

物は、まさにこの男性版「ウインドー・ショッヒ。ング」

l色che-vitrineの象徴であり、またその縦長の形態は、

ド、アの外に立つ不動の従僕の姿によって、コミカノレに

も反復されている40

4.2.ドガの《婦人帽子庖》シリーズ

一方「婦人帽子屈」の主題を扱ったド、ガのパステル

や油彩は少なくとも16点数えられるが、そのうち半数以

上は1882年から85年にかけての時期に制作されている。

ドガが描くのは、婦人帽子屈の客で、あったり、客と売り

子で、あったり、帽子を製作中の女工で、あったりするの

だが、この画家がとりわけ興味を持っているように思え

るのは、女性たちの仕草であり、さまざまに飾られた

帽子の色や形であり、また人物と帽子の配置の面白

さであるようだ。ここにはゾラやマネ、もしくはティソのよ

うに、売り子の性的規範の暖昧さを問題にする視点

はほとんど見受けられない。 もっとも~19世紀ラルース

大百科事典』によれば、「婦人帽子屈の女JCmodiste) 

とし、うのは当時一般に、「きれいで、コケットで、陽気で、き

わめて機知に富んでいるjとしづ評判であり、また「必

ずしも強固な貞操観念を持っているとは限らず」、「と

りわけパリではとても評判が悪いということはあまねく
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知られているjということであるから、ドガの場合は主

題自体がすでに、そうしたコノテーションを含んで、いる

と考えてよいだろう。

ドガの社会的関心はどちらかと言えば、客と売り子と

の階級的な関係にあるように思われる。婦人客は立派

な身なりをして帽子を試着し、鏡の中の自分自身をナ

ルシスティックにのぞ、き込んで、いるところが描かれてい

るのに対し、売り子の方は帽子をかぶらず、簡素な身

なりをしており、鏡で、半身が遮られて顔が見えなかった

り【図9】、 画面の端で客の方に帽子を差し出す手しか

見えなかったり【図10，11]する。断片化の対象となるの

は婦人客よりもむしろ女盾員である。ゾラも『ボ、ヌール・

デ・ダム百貨庖』の中で、婦人客と売り子の階級的な対

立を描いているが、この点でとりわけ興味深いのは、鏡

の前で帽子を試着している婦人客と、その横に差し伸

べられた女届員の右手を描く《婦人帽子屈にて》

(1882-85)【図11]である。鏡に映った婦人客の顔は白く

塗られていて匿名性が強調されている一方、女!古員の

右手の指はかぎ爪のように曲げられ、神経質な緊張を

見せている。

ドガの描く婦人帽子屈の女たちは、彼の踊り子や洗

濯女や浴女たち同様、鑑賞者と視線を合わせることは

なく、むしろそれとは気づかずに見られている存在であ

る。それはあたかも、ガラス張りの居内を外から眺めた

ような光景であると言えよう。女たちは、帽子を試着した

り、帽子の飾りを整えたりする仕草に没頭しているが、

彼女たちはガラスのショーウインドーの中に、商品(帽

子)と並置して展示されているように見える。とりわけド

ガの帽子は、造花やリボンや羽根で華やかに飾られ、

色鮮やかなパステルで、彩色されたファッショナブルな

流行品であり、並置される女性の商品価値を明示して

いる【図12]。アンシア・カレン AntheaCallenは、デコ

レーション・ケーキのように飾り立てられたドガの帽子は、

パステルの筆触と色彩の官能性によって、「食べられる

料理Jとなっており、女性と食べ物の同一化が見られる

とも指摘している41

シカゴ美術研究所所蔵の作品(1885頃)【図13]で

は、無帽で地味な服装をした若いお針子の頭上に

かぶせるかのように、とりわけ華やかに飾り立てられ

た黄褐色の帽子がディスプレーされている光景が描

かれている42 視点はやや上から見下ろすような位置

にあり、歩道を歩く人がガラス越しに居内をのぞき込

んでいるようである。ここには自分が身につけることは

ない賛沢品を製作している貧しいお針子という「甘く
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もの悲しい詩情」を読みとることもできるだろう。また

先に述べたように、女性と商品との並置に、通りから

の欲望のまなざしを見出すことも可能である。しかし

この絵において注目したいのは、この女性が帽子を

製作している最中であり、彼女は作業に集中してい

て、口元は針を含んでいるようにすぼめられ、視線は

自の前にかざした製作中の帽子に注がれていること

である。ここに芸術創造とのアナロジーを見出すこと

は十分に可能であろう。とりわけ彼女が手に持ってい

る帽子は、この絵全体の中でも未完成の部分であり、

それに対して完成してディスプレーされている帽子の

方は、絵の中でも入念に彩色され仕上げられている

箇所である。ドガにおいても芸術作品は、ショーウイン

ドーの中に展示される商品とのアナロジーで語られて

いるのである。

以上、ゾラにおける商業小説と芸術小説の関係、お

よび「ショーウインドーとしての絵画jとしづ認識を出発

点として、ゾラの2つの小説『パリの胃袋』および『ボヌー

ノレ・デ・ダム百貨居』における近代商業の表象と、マネ、

ティソ、ドガ品、う同時代の画家たちの作品との関わりを

見てきた。これらの表象においては、多かれ少なかれ

女性の身体の断片化と鏡による反復が認められ、商品

に向けられるまなざしと女性に向けられるまなざしは危

ういまでに近接していた。しかしゾラや画家たちはまた、

自分たちの芸術がそのような近代の商業経済の中に

おいて営まれる行為であることにも、十分意識的で、あっ

たと思われる。
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